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問題と目的
ノスタルジアは「個人の過去に対する感傷的な

思慕」であり，過去への思慕と喪失の悲しみが混
在した複雑な感情である（長峯・外山 , 2018;
Sedikides et al., 2008）。これまで多くの研究により，
ノスタルジアは well-being や自尊感情の向上に寄
与したり，人生への意味づけを促進したりするな
ど，適応的な機能を持つことが明らかになってい
る（e.g., Routledge et a., 2012）。しかし，ある特徴
を持つ者にとっては，ノスタルジアがむしろネガ
ティブな効果を引き起こし得ることも明らかにさ
れている。

この点に関して Garrido（2018）はネガティブな
個人差として反芻特性に着目し，反芻特性が高い
場合にはノスタルジア体験時にネガティブな気分
（e.g., 悲しみ）を感じやすいことを示した。しか
し，なぜ反芻特性が高い場合にノスタルジアによ
るネガティブな結果が生じてしまうのかについて
は明らかになっていない。このプロセスを説明で
きる要因の 1 つとして，過去の自己と現在の自己
との同化・対比がある。

Baldwin, et al.（2015）はノスタルジアが適応的
な結果に結びつく理由として，過去と現在の連続
性を認知することで，過去の自己が現在の自己へ
と取り込まれること（同化）を挙げ，逆に過去の
自己と現在の自己が時間的に距離のある異なった
存在であると感じる（対比）場合にはノスタルジ
アがむしろネガティブな結果を生じさせる可能性
があることを指摘している。この考察を踏まえる
と，反芻特性が高い場合にノスタルジアによって
ネガティブな結果が生じるのは，「同化」ではなく
「対比」が生じやすいことによって説明できるか
もしれない。そこで本研究では，反芻特性の個人
差がノスタルジア体験時における対比を予測する
かどうかを検討することを目的とする。

方 法
実験参加者：大学生 68 名（男性 35 名，女性 33 名，
平均年齢 21.03 歳（SD＝1.17））
手続き：ERT（Sedikides et al., 2015）を用いて参加
者をノスタルジア群か日常的記憶群のいずれかに
ランダムに振り分けた。ノスタルジア群では，ノ
スタルジアを「個人の過去に対する感傷的な思慕」
と定義したうえで，ノスタルジックな出来事を想
起するように求めた。日常的記憶群ではありふれ
た日常の出来事について想起するよう求めた。い

ずれも 6 分間の制限を設け，想起内容は具体的に
記述させた。
使用尺度：（a）ノスタルジック状態（長峯・外山,
2016），（b）RRQ 日本語版のうち反芻特性下位尺
度（高野・丹野, 2008），（c）対比（独自作成; 「現
在に比べて良かった当時のことについて思い出し
た」などの 9 項目）

結果と考察
まず，群分けの操作の確認のためにノスタルジ

ック状態について t 検定を行ったところ，群間差
が有意であり（t(66)＝5.76, p＜.01, d＝1.39），ノス
タルジア群の得点が日常的記憶群よりも高かった。

続いて，反芻特性について平均値を基準として
高・低に分け，対比の得点を従属変数として２（ノ
スタルジア・日常）×２（反芻高・反芻低）の分
散分析を行った（Figure 1）。その結果，群の主効
果が有意であり（F(1, 64）＝6.08, p＜.05, ηp2＝.09)，
ノスタルジア群の得点が日常的記憶群よりも高か
った。また，交互作用は有意ではなかったが小さ
な効果量がみられた（F(1, 64)＝1.94, p＝.17, ηp2

＝.03）ため単純主効果の検定を行ったところ，反
芻低において群の主効果が有意であり（F(1, 64）
＝6.67, p＜.05, ηp2＝.09)，ノスタルジア群の得点
が日常的記憶群よりも高かった。その他の単純主
効果および反芻特性の主効果は有意ではなかった。

これらの結果から，反芻特性の高い個人はむし
ろ，過去のポジティブな側面に焦点が向かないこ
とでノスタルジアによる不適応的な結果につなが
っている可能性がある。このことは，反芻特性の
個人はノスタルジアを体験した際に過去もしくは
現在の自己に関するネガティブな側面に着目して
しまっていることを示唆しているかもしれない。
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問題と目的

専門教育が本格化する前に必要な力の 1 つとし

て批判的思考力があり，とりわけその土台として

「疑問を持つ力」の獲得の重要性が示されている

（道田，2011 など）。道田（2011）や松本・小川

（2018）は大学生を対象に，質問力を獲得するた

めの重要な要因として，質問経験を伴う授業や専

攻学問に対する価値を取り上げ，検討を行ってい

る。しかし，大学教育に先駆け，高校においても

質問力の育成に取り組むことで，自律的な学習者

の育成に貢献できると考えられる。松本・小川

（2018）は，複合的な学びに対する価値である，

専攻学問に対する価値と質問力や質問態度間の関

連を検討し，価値の組み合わせによって質問力と

の関連が異なることを示した。そこで本研究では，

高校生を対象として，「勉強」に対する価値と質問

力および質問態度の関連を検討する。 
方 法

調査対象者 高校生 39 名（男 19 名，女 20 名；

3 年生 20 名，2 年生 7 名，1 年生 12 名）。 
質問力の測定 質問力の測定は，道田（2011）

の方法を採用した。質問力の測定に使用した課題

は，高校生向けに作成された心理学の書籍（小川

他，2013）の“社会心理学”と“教育心理学”に関す

る，難易度が同じ 2 種類の文章であった。測定で

は課題をランダムに配布し，1 種類の課題のみに

解答した。20 分の制限時間内で，文章に対しでき

るかぎり沢山の質問を，箇条書きで記入するよう

求めた。 
分析に用いた調査項目 (1)勉強に対する価

値：中西・伊田（2006）による総合動機づけ診断

尺度から，課題価値に該当する 16 項目（7 件法）

を用いた。(2)質問態度：道田（2011）による 6
項目（6 件法）を用いた。 

結果と考察

質問力については，道田（2011）のカテゴリ表

を参考とし，記述された質問を“思考を刺激する

質問”，“事実を問う質問”，“意図不明な質問”に

分類した（Table 1）。なお，生成された質問数に

関しては，道田（2011）と同様に Z 得点に変換し

以降の分析を実施した。また，意図不明な質問数

は，最頻値が 0 であったため分析から除外した。 
勉強に対する価値に関して，中西・伊田（2006）

の下位尺度に基づき信頼性係数を算出したところ，

問題のない値であったため（興味価値：α=.894，
利用価値：α=.735，私的獲得価値：α=.720，公的

獲得価値：α=.706），4 つの下位尺度得点を算出し

た（Table 1）。 
勉強に対する価値を第 1 群，質問態度，質問力

を第 2 群とした正準相関分析を実施した結果，第

1 正準変量のみ有意であった（Table 1）。第 1 群

では，興味価値が負の高い値を，公的獲得価値が

正の中程度の値を示した。第 2 群では，思考を刺

激する質問数が高い値を，事実を問う質問数が負

の中程度の値を示した。つまり，勉強は面白いと

いった価値は高いが，勉強をすることは周りから

望ましいと思われているという価値が低いと，深

い質問である思考を刺激する質問生成数と浅い質

問である事実を問う質問生成数両方が多くなるこ

とが示された。松本・小川（2018）は大学生にお

いて，興味価値が高く，公的獲得価値が低いと，

事実を問う質問数には負の，思考を刺激する質問

数には正の影響を与えることを示しており，思考

を刺激する質問数に関しては整合した結果が得ら

れた。興味価値は一貫して自律的な学習動機づけ

と関連することが示されており（伊田，2001 など），

勉強に対し興味価値が高い生徒は，日常的に，自

律的に学習に取り組むことにより，批判的思考力

の土台となる質問力も身についたと考えられる。

なお，質問をする力は大学生においても身に付け

る事が難しく，高校生では，浅い質問の生成であ

っても容易ではないと予想される。以上から高校

生では，同様の組み合わせの価値を持つ際，事実

を問う質問の生成数も多くなったと考えられる。

勉強に対する価値と質問力の記述統計量および正準相関係数

 

λ df χ
2 p 第1群 λ 1 M SD 第2群 λ 1 M SD

λ 1 .461 12 26.302 .010 興味価値 -.836 2.94 1.41 質問態度 -.110 4.22 0.65
λ 2 .841 6 5.895 .435 利用価値 -.174 5.26 1.05 思考を刺激する質問 -.964 5.74 3.84
λ 3 .963 2 1.263 .525 私的獲得価値 -.028 5.24 1.06 事実を問う質問 -.355 3.85 3.42

公的獲得価値 .317 4.47 1.46
冗長性係数 .207 冗長性係数 .356
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